
（令和２年度指導活用技術） 

中山間地でのドローンを活用した生育診断と栽培管理技術 

  

中山間地域において、ドローンを活用して生育診断を行い、生育量の小さいところに追肥して省力的に生育・収

量の向上を図る技術について説明します 

 

１ 使用するドローンの仕様 

 使用する２種のドローンの仕様は以下のとおりです。 

各仕様を満たしていれば機種は問いません。 

   ①可視光カメラ搭載ドローン（空撮用）…可視光画像（Ｒ、Ｇ、

Ｂ）の画像データ取得可能なカメラを搭載したもの（図１）。 

②マルチスペクトルカメラ搭載ドローン（空撮用）…４波長

（Ｇ、Ｒ、ＲＥＧ、ＮＩＲ）の画像データ取得が可能なカメラを搭載したもの。 

 

２ ドローンを使用した生育診断、収穫期診断の手順 

（１）水稲の生育診断・追肥手順 

・圃場空撮（空撮用ドローンで幼穂形成期に撮影） → 波長データ抽出 → 植生指標値算出（カラー指標

(R-B)/(R+B)、VARI） → 生育量の判定 → 追肥（生育の劣る場所へ） 

（２）大麦の刈り取り時期診断手順 

・圃場空撮（空撮用ドローンで成熟期に撮影） → 波長データ抽出 →  

植生指標値算出（NDVI） → 刈り取り時期の判定 

  

３ ドローンを使用した生育診断、収穫期診断の効果 

（１）水稲の生育量が小さい場所を把

握し穂肥追肥ができます。 

・画像から得られる植生指標 VARI で

生育量が低いと判断される場所に穂

肥を追肥することで収量の増加を実

現できます（表１）。 

 

（２）大麦子実の水分を推定し刈り取り適期を把握できます。 

・NDVI値と子実水分が正の相関関係があるため、画像から得られ

たNDVI値から大麦刈り取り開始期の目安となる子実水分30％に

なる時期を推定し、適期刈り取りができます（図６）。 

            

 

 

（農試 次世代技術研究部 スマート農業研究Ｇ） 

 

（ＰＲ版） 

図 1 可視光カメラ搭載ドローン 

図６ NDVI と大麦子実水

表１ 幼穂形成期の VARIと収量構成要素 


